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床暖

　補助暖房の場合の床暖負荷と温水量（概算）
床面積 床暖房負荷 温水量
[㎡] [kJ/h] Ｌ[l/min]

床暖房負荷Ｑ[kJ/h] 床(ｺﾝｸﾘｰﾄ) 0 0 0

〃 床(木のﾌﾛｱｰｶﾊﾞｰ) 0 0 0

［参考データ］

・床暖房負荷Ｑ[kJ/h]＝167.4[kJ/h･ｍ2]・Ａ ;[㎡]床暖房負荷 167.4[kJ/h･ｍ2](仮定)

温水温度降下 △t＝7[℃](仮定)

加熱面 温水温度[℃] 温度降下△t[℃]

床(ｺﾝｸﾘｰﾄ) 38～55 ６～８

床(木のﾌﾛｱｰｶﾊﾞｰ) 65～82 15

補助暖房の場合の床暖房負荷の例　

[kcal/h･㎡]

　　（備考）　１）床面の温度は、屋内温度より３℃高い場合の値である。

　　　　　　　２）余裕係数は1.1,間欠運転係数は1.0の場合である。

　　　　　　　３）電力換算（Ｗ／㎡）する場合は、表中の値を0.86で除する。

60・△t[℃]

40[kcal/h･㎡]・Ａ[㎡]
・温水量Ｌ[l/min]＝

・ ・ ・
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